
魚種（海域）：ニシン（石狩湾系群・後志管内～宗谷湾）  

担当水試：中央水産試験場 

 要約表 

評価年の基準 

（2013 年度） 
資源評価方法 

2013 年度の 

資源状態 

2013～2014 年度 

の資源動向 

2013 年 5月1日 

～2014 年 4月30日 
資源重量 高水準 横ばい 

＊生態については，別紙資料「生態表」を参照のこと。 

 

１．漁業 

(1)漁業の概要 

沿岸域における刺し網漁業の漁獲が最も多い。沖合底びき網漁業やスケトウダラ，ホッ

ケなどを主対象とした沖合域の刺し網漁業，定置網類でも漁獲される。主漁期は，沿岸域

の刺し網漁業で 1～4月（産卵期），沖合底びき網漁業では禁漁期間を除くほぼ周年に漁獲

されているが，近年は 10～12 月の漁獲量が多い。刺し網漁業の使用目合は 1.7～2.4 寸（図

1）で，近年は若齢・小型魚保護への取り組みや大型魚の資源量が増えたことにより，以前

より大きな網目の刺し網が用いられる傾向にある。沿岸の漁期は産卵期の前半は高齢・大

型魚，3月以降は若齢・小型魚が主体となる傾向がある。 

(2)現在取り組まれている資源管理方策 

・ 刺し網を主とする沿岸漁業の使用漁具数や目合の規制等（各漁協の共同漁業権の行使規

則）。 

・ 沖合底びき網漁業における体長 22 ㎝未満の漁獲規制（沖合底びき網制限条件）。 

・ 禁漁区域や禁漁期間の設定（漁協独自）。 

・ 独自規制の具体例：主漁場である石狩湾海域では，操業の早期切り上げ（漁期を 1月 10

日～3 月 25 日と設定）と，刺し網目合いを 2 寸以上として，尾叉長 25cm 未満の保護を

図っている。 

・ 種苗放流事業が行われている。1996～2007 年は「日本海ニシン増大推進プロジェクト」

として北海道が，2008 年以降は「日本海北部にしん栽培漁業推進委員会」が実施主体と

なっている。放流尾数は 1996 年には約 16 万尾であったが，2003 年以降はほぼ 200 万尾

以上となっている 1)。種苗の放流効果については，2008 年度の資源重量約 66 トン，産

卵親魚重量約 37 トン分が種苗放流による効果と試算されている 2)。 

 

２．評価方法とデータ 

漁獲量 

漁獲量は，年代によって活用できる資料が異なるため，種々の統計資料や水試記録から

産卵のため来遊する群に対する漁獲量を集計した。 

年齢別漁獲尾数の推定 
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 主要漁業・漁期・産地における漁獲物モニタリング調査で測定した標本の年齢を耳石輪

紋から決定し，各漁期・産地の標本年齢組成を漁獲量で引きのばし合算することで，評価

対象海域の年齢別漁獲尾数とした。 

資源量の計算方法 

1995～2013 年度まで，年齢別漁獲尾数データに基づいて，年度初め（5 月 1 日時点）の

年齢別資源尾数を 1～5歳および 6歳以上について VPA により推定した。これに年齢別の体

重，成熟率を乗じて資源重量や産卵親魚重量を算出した。これらの計算に用いたパラメー

タの数値と計算条件を表 1に示す。 
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ここで，a は年齢，ｙは年度を表す。Ｎa,yは資源尾数，Ca,yは漁獲尾数，Fa,yは漁獲係数，M

は自然死亡係数（盛漁期が漁期年度末に近いため，漁獲集中時を年度の 5/6 の位置とした）

を表す。最高齢である 6歳以上の漁獲係数は 5 歳の漁獲係数に等しいと仮定し計算した 3)。 

最近年度（2013 年度）の 2～5 歳の漁獲係数については，上の方法で計算される 2006～

2013 年度の 2，3，4，5歳以上の資源尾数と，各年・各年齢に対応する資源密度指数の変動

傾向が比例関係となるよう調整した（チューニング VPA）。資源密度指数には，産卵来遊前

のニシンが分布する留萌沖合の水深 150～300m 海域で実施しているトロール調査で採集さ

れたニシンの，調査点ごとの単位曳網距離あたりの年齢別採集尾数を平均した値を用いた

（図 2）。ただし，2012 年度は調査未実施のため含めていない。F2～5
＋

,2013 は，次式で表さ

れる目的関数の値が最も小さくなるように，MS-EXCEL のソルバー機能を用いて，(3)式で求

められた F の最小～最大値の範囲内で推定した。 
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地曳網調査と採集量指数 

上記のVPAによる資源計算において，直近年度（2013年度）の1歳魚資源尾数を補完する

とともに，今後の資源動向を検討するため，地曳網調査による稚魚の採集尾数データを用

いた。この調査は，1998年以降，稚魚の主分布域とされる石狩川河口域で6～7月に地曳網

によって実施されている。毎年4～5回実施し調査日ごと6定点を曳網する。これまでの採集

状況から，現場の底層水温が18～19℃以上になるとほとんど採集されなくなることから，

18℃未満であった調査日のみを有効調査日として，その年の有効調査日における全調査点

あたり採集尾数を採集量指数とした。ただし，稚魚の分布の偏り・集中により，多くの調

査日で他の調査点に比べ極端に採集尾数が多くなり定量性を損なった調査点が多くあるた

め，各有効調査日の中で最も採集尾数の多かった調査点の結果は省いている。 

 

３．資源評価 

(1)漁獲量の推移 

漁獲量は 1995 年度までわずかであったが，1996 年度以降は 100～200 トン程度で推移す

るようになった（図 3上）。さらに 2003 年度に急増し，その後は大きな増減を繰り返しな

がら増加傾向で推移して，2012 年度には 2,300 トンを越えて過去最高値となったが，2013

年度は大幅に減少し約 1,280 トンであった（図 3 上）。1990 年代後半以降の増加傾向を海

域別にみると（図 3 下），はじめの漁獲増は留萌管内でみられ，その後に石狩湾でも漸増

傾向に入った。2003 年度の急増は留萌管内と石狩湾の両海域でみられたが，その後の推移

は対照的であり，石狩湾ではその後も増加傾向で推移したのに対し留萌管内の漁獲量は減

少した。稚内海域もわずかな漁獲となっている。2013 年度は前年度に比べて主産地である

石狩湾沿岸で減少幅が大きく，漁獲量全体を大きく下げた（図 3 下）。一方，沖合海域の

「留萌沖」では大幅増となり近年最高の 191 トン（暫定値）で，沖刺し網でも前年度から

微増して好漁が続いた（表 2）。 

主産地である石狩湾沿岸では漁期（1～3月）を通して産卵親魚が漁獲対象となるが，2009

年度（2010 年 1～3 月）頃から，3月の漁獲が少なくなっている（図 4）。2013 年度は，こ

れに加えて，1月中もほとんど漁獲がなく 2月上旬および下旬に漁獲が集中した。 

石狩湾沿岸での漁獲物標本組成（図 5）から，2007 年度までは 2 歳もしくは 3 歳が漁獲

物の中心となっていたが，漁獲量が大きく増加した 2008 年度は，漁期前半には 4歳（2004

年級），漁期後半には 2歳（2006 年級）が主体となったことがわかる。さらに 2009 年度は

漁期を通じて 2006 年級が 3 歳魚として漁獲を支え，この年級は翌 2010 年度も 4 歳として

主に漁期前半の漁獲量をのばした。2011 年度は実質 2月のみの漁獲となったが 2009 年級が

2歳魚として加入したことで高い漁獲が維持された。2009 年級は 2012 年度に 3歳として漁

期を通じて漁獲主体となり，これが過去最高の漁獲量をもたらした。2013 年度は 2009 年級

が 4 歳として前年度に続いて漁獲主体となったが，2 月上旬に集中的に漁獲があった後は，

海況悪く漁獲がのびず，海況が安定した 2 月下旬に 3 歳魚（2010 年級）主体で再び漁獲が
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増えたが数日で薄漁となった。3 月は 2011 年度以降 3 カ年連続で低調に終わった。魚体に

ついては，近年は高齢魚が漁獲対象となっていることで過去に比べ大型となっており，特

に 2013 年度は 4歳に加え 5歳以上の漁獲も比較的多かったことから，尾叉長 300mm 台にモ

ードを持つ，これまでで最も大型の組成となった（図 5）。 

  

(2)現在までの資源状態 

漁獲量が増加傾向となった 1990 年代後半以降の年齢別漁獲尾数（図 6）および資源尾数

（図 7）の推移から，1996 年度に 1995 年級群が 1歳魚として漁獲加入し，翌 1997 年度に 2

歳魚として漁獲量を増加させたことが，それ以降の漁獲増の端緒となったことがわかる。

2001 年級群が 2003 年度に 2歳魚として漁獲対象になったことで漁獲量，資源量は著しく増

加し，さらにこの年級は翌 2004 年度に 3歳，2005 年度に 4歳と，2歳時までに漁獲が潰え

たそれまでの年級群と異なり，数年間の漁獲を支えた。2001 年級群の加入尾数はそれまで

の年級の 10 倍以上の水準と計算される（図 7）。この 2001 年級群が 2003，2004 年度の産

卵群の大半を構成したことで産卵親魚量が大きく増加し（図 8），それらから産卵された

2004，2005 年級群は，いずれも 2001 年級群に次ぐ豊度の高い年級群となった（図 6，8）。

さらに，2008 年度には 2006 年級群が過去最大と推定される規模で漁獲加入し（図 6），2004，

2005 年級群とともに資源を構成したことで，漁獲量，資源重量，産卵親魚重量は大きく増

加した。この年度に産み出された 2009 年級群は，1～2歳での漁獲はさほど多くはなかった

が，2012 年度に 3歳魚として資源の主体をなし大幅な漁獲増をもたらし，2013 年度に 4歳

魚として漁獲物の大半を占めた。以上のように，近年の高い漁獲水準は 2006 年級と 2009

年級に依るところが大きく，このような豊度の高い年級群が 3 歳として漁獲される年に大

幅な漁獲増となる傾向がある。 

2001 年級群以降はそれまでの年級群と比べて 3 歳以上で漁獲される割合が大きくなった

（図 6）。これには，漁期の早期切り上げや網目合の下限設定といった資源管理措置の効果

により，若齢魚の漁獲割合が減少している（図 9）ことが影響している 2)。近年においては

1歳魚の漁獲はほとんどない。これによって高豊度年級が産卵親魚量を増加させ，再び高豊

度年級が発生するという状況が続いていると考えられる。一方，2 歳魚については，近年，

産卵来遊前の尾叉長平均値が 240mm 前後と，以前より 10mm 程度小さくなっている（図 10）。

このサイズでは現行 2.0 寸目以上の刺し網では漁獲されにくい（図 1 参照）。くわえて，

成熟割合（資源尾数に対する当該年度に産卵する個体数の比）も 2008 年前後から低下傾向

となり（図 11），30%前後は 2歳時に沿岸に来遊していないと考えられる。これらのことか

ら，主産地である沿岸域では 2 歳魚が既に漁獲対象となりにくい状況となっている可能性

が大きい。そのため，2 歳魚の漁獲割合も低下しており（図 9），2 歳魚が漁獲の中心とな

る 3 月の漁獲量が少なくなっている（図 4）と考えられる。1～2 歳魚への漁獲圧の低下に

より 3歳以上の資源尾数は大きく増加したが，短い産卵期（2月前半）とその前後の期間に

漁獲できる量は限られることから，必然的に 3歳以上の漁獲割合も低下している（図 9）と
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考えられる。 

 

(3)評価年の資源水準：高水準 

資源水準の判断には資源重量を用い，資源計算が可能な 1995 年度以降を基準期間とした。

1995～2012 年度までの資源重量の平均値を 100 として各年度の資源重量を標準化し，水準

の幅を 100±40 として高水準，低水準の 3区分とする基準に基づいた｡なお，この評価で用

いている資源計算方法では，2013 年度の 1 歳魚（2012 年級）の資源尾数は算出できない。

そこで，2012 年級の 1歳資源尾数を，稚魚地曳網調査の採集量指数と，VPA による 2010 年

級群までの 1歳魚資源尾数との関係（図 12）から比較的高豊度と判断して，2001 年級群並

の 4 千万尾と仮定した。各年齢の資源尾数に平均体重を乗じて求めた資源重量は 6,308 ト

ン，標準化された資源水準指数は 209.9 となり，「高水準」と判断された（図 13）。 

 

 (4)今後の資源動向：横ばい 

2013年度の資源尾数推定値（図7）に基づき，(1)式から2014年度の2歳以上の各年齢資源

尾数を求め，さらに2013年級（来年度の1歳魚）の資源尾数を，図12から「低豊度」とみな

し300万尾とすると，2014年度の資源重量は約7千トンと計算される。したがって，2014年

度の資源水準も2013年度と同じく高水準の範囲で推移すると判断し，「横ばい」とした。

ただし，前記のとおり近年の傾向として漁獲対象となるのは3歳以上であり，この傾向が次

年度も続くとすれば，次年度は今年度の資源量が少ないと推定されている2010，2011年級，

そして2009年級の残存分が漁獲主体となるので，実質的に漁獲の対象となる資源の水準は

大きく低下することが予想される。  
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図1 3種類の目合によるニシン漁獲試験結果
（平成11年度）

図2 資源計算に用いた各年齢の資源密度指数（対数値）とVPA
（チューニング前）による資源尾数（対数値）との関係

図中の数字は調査年（西暦下二桁），矢印は2013年の値を示す

項目 値・式または前提条件 方法

自然死亡係数 0.36 田内・田中の方法4)

6歳以上のF 5歳のFに等しいと仮定 平松3)

2013年度の2～4歳
および5歳以上のF

下記の資源量指数と資源尾数とが比例関係となる
よう調整（チューニング）

平松3)

年齢別体重(g)
1歳：17.3，2歳：124.4，3歳：212.9， 4歳：276.3，5
歳：349.3，6歳以上：399.6

資料：2001年級の測定値よ
り推定。

年齢別成熟率

0歳：0
1歳：0.13～1
2歳：0.7～1
3～6歳以上：1

1,2歳の成熟率は，年度ごと
に沖合の標本から推定。

資源密度指数
（尾／10km）

2歳：18.1～321.9
3歳：30.6～482.9
4歳：3.3～340.2
5歳以上：3.5～59.3

2006年度以降の毎年10月

の索餌海域（留萌沖）におけ
るトロール調査の年齢別採
集密度。ただし2012年度は
未実施のため除く。

表1 VPAによる資源量推定に使用したパラメータの数値および前提条件
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表2 石狩湾系ニシン漁獲量の推移
[注意] 各年度（5月～翌年4月）のうち，沿岸については産卵期（1～4月）における漁獲量を示している（例えば2013年度の漁獲
量は，2014年1～4月の漁獲量である）。沖合海域の留萌沖については沖底・えびこぎ漁業の9月～翌4月までの集計値。

図3 石狩湾系ニシンの漁獲量推移
石狩湾：小樽市，石狩市の沿岸 積丹半島：岩内町～余市町沿岸 留萌：留萌管内沿岸 稚内：宗谷地区を除く稚内市
留萌沖：沖底（44度50分以南）およびえびこぎ漁業 沖刺網：後志管内のホッケ，タラ，スケトウダラ刺網など前浜以外の刺網漁業
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図4 石狩湾沿岸（余市町，小樽市，石狩市）の時期別漁獲量 図5 石狩湾沿岸の主時期・産地における漁獲物の年齢・体長組成
（日付は標本採集日）
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図6 石狩湾系ニシンの年齢別漁獲尾数および漁獲量の推移

図7 石狩湾系ニシンの年齢別資源尾数および資源重量の推移
（2012年級の1歳資源尾数を4千万尾と仮定）

図9 石狩湾系ニシンの漁獲割合（漁獲尾数／資源尾数）の推移

図8 産卵親魚重量と加入尾数との関係（再生産関係）
図中の数字は年級群の発生年を示す
横軸は対数スケールである
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図13 石狩湾系ニシンの資源水準
（水準指数：資源重量）
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図12 稚魚地曳網調査における採集量指数と
加入尾数（1歳魚資源尾数）との関係
図中の数値は年級群の発生年度（西暦下
二桁）を示す

図10 沿岸来遊前のニシンの平均尾叉長
2-4歳：留萌沖トロール調査（9，10月）の採集物
1歳： 留萌沖（1-3月）における沖底漁業の混獲物

※縦棒は標準偏差

図11 沿岸来遊前のニシンの成熟割合
2-4歳：留萌沖におけるトロール調査および

沖底漁業（9-12月）の採集物
1歳： 留萌沖（1-3月）における沖底漁業の混獲物
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生態表  魚種名：ニシン  海域名：後志管内～宗谷湾海域（石狩湾系群）  

    

 

図 ニシン（後志管内～宗谷湾海域）の分布図 

 

１．分布・回遊 

成魚の分布は石狩湾を中心とする後志管内～宗谷湾にかけての日本海海域と推定される。 

 

２．年齢・成長（加齢の基準日：５月１日） 

                     (１～３月時点*) 

満年齢 1歳(2年魚) 2歳(3年魚) 3歳(4年魚) 4歳(5年魚) 5歳(6年魚) 

尾叉長(cm) 23  27 29 31 32  

体重(g) 124  213 276 349 400  

（2002～2006年の漁獲物測定資料より2001年級群の値を示す） 

＊１～３月は各年齢末にあたる 

 

３．成熟年齢・成熟体長 

尾叉長23cm，満１歳（２歳魚）から成熟する個体がみられる。 

 

４．産卵期・産卵場 

・産卵期：石狩湾では１月～４月上旬，留萠以北では２月中旬～５月上旬と考えられる。  

・産卵場：石狩湾（余市～浜益）沿岸，留萠海域（増毛～初山別）沿岸および稚内海域の沿岸域に 

存在すると推定される。 

 

５．その他 

漁期の前半に大型魚(２歳以上)，後半に小型魚(１歳)が漁獲される傾向があり，これは大型魚が小型魚

に比べ成熟が早く，産卵時期が早いためと考えられている。 

 

６．文献 

なし 
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